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資料１



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

「つたえる」「つながる」取り組みについて
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ひめじ創生に取り組む高校生等の事例発表・表彰します。

●パンフレット
若者をターゲット
に姫路で住む良さ
をランキング形式
で掲載しています。
その他東京と比較
したライフスタイ
ルなども掲載して
います。

●動画
地元アイドルが
姫路で住む良さ
を楽しく教えて
くれます。

35歳までの若者が、ひめじの未来について語り合います。

ひめじ創生高校生キャラバン

ひめじ創生カフェひめじ創生アワード

姫路市(ふるさと)や地元企業の魅力を伝えるため、高校を訪問

しています。



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

「しごと」「ひと」に関する取り組みについて
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まだ知られていない姫路の企業の魅
力を伝え、企業の雇用を支援するた
めに、年間を通じてインターンシッ
プ、ツアー、マッチング、親を対象
としたセミナーなど様々な事業を展
開しています。

UJIターン就職の促進
（あっと姫路）

創業に対する支援
（Harima Brand Labo）

同じ播磨で活躍する経営者・作り手同士が
気軽に出会い、交流し、学びあえるコミュ
ニティをつくります。



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

「まち」に関する取り組みについて
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住民自らが企画し、地域の自立に取り組もう
とする活動等に対して、アドバイザー派遣や試
行的取組等の支援を行います。

・地域活性化に向けた住民意識の醸成と

情報発信

・地域の特性を活性化に結び付ける取り

組みのコーディネート

・地域の将来構想、実施計画等の策定 など

〇実績：H29年度安富北地区

H30年度山田地区

R1年度莇野地区

がんばる地域応援事業 地域おこし協力隊

家島地域に地域おこし協力隊を配置
し、地場産業の応援、住民の生活支
援などの地域協力活動に従事し、地
域への定住・定着を図るとともに、
家島地域のPR活動を行い地域の活性
化に貢献します。



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

「つながる」取り組みについて
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■ 主な連携事業
・健康寿命の延長に向けたセミナーの開催
・国際女性フェスタの開催協力
・ゲーム形式での金融・保険に関する勉強会
・生涯現役講座の開催協力
・認知症サポーター養成講座の開催
・ランニング教室の実施
などを今後実施していきます。

第一生命グループと連携協定を締結

これまでの連携協定締結企業
イオン、三井住友銀行、みなと銀行、東京海上日動火災保険、神戸新聞社



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

新総合計画について
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姫路市総合計画（2021年～2030年）
ひめじ創生戦略は総合計画にビルトインします

（注）1.創生人口ビジョン及び社人研（2013年）準拠は2010年の国勢調査の人口を基に、社人研（2018年）準拠は2015年の
国勢調査の人口を基に人口推計している

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

創生人口ビジョン 531,667 530,025 524,795 517,516 509,591 501,915 494,671 487,185 478,506 469,531

社人研（2018年）準拠 535,664 529,772 519,761 507,393 493,196 477,813 461,967 445,313 428,155 409,044

社人研（2013年）準拠 529,508 519,318 505,195 488,645 470,350 451,167 431,399 410,611 388,260 364,990
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2018年の人口の動きに基づく

推計は、創生人口ビジョンに近づく

今後も社会増減、自然増減の改善を図ることで、創生

人口ビジョンに近づく

目指すべき

定住人口

約47万人

創生人口ビジョン

2018年推計

(1) 交流人口づくり
旅行者や短期滞在者など
を増やすことで、地域におけ
る活力の維持・増進

(2) 関係人口づくり
地域外の人材が地域づく
りの担い手となり、行政など
との協働によって地域課題
の解決に取り組む

2013年推計



姫路城グランドオープン
（ブルーインパルスによる祝賀飛行・平成27年3月26日）

将来の課題について

7

2025年には播磨圏域で4.4万人の労働力不足


